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田 坂 重 實

[昭 和17年7月14日 受 稿]

1. 緒 言

腦 下 垂 體 ノ發 生 ニ關 シ テ ハ 古 ク ハHoffman

(1886), Ostroumoff(1888)等 ノ 内胚 葉 説 アル モ,

Dean(1896), Corning(1899), Atwell(1918)等

ノ研 究 出 デテ其 ノ外 胚 葉 性 ナ ル ハ既 ニ確認 セ ラ レ

タル所 ナ リ.然 レ ドモ尚 ホ仔 細 ニ文 獻 ヲ検 討 ス レ

バGregory, Miller等 ノ内外 兩 胚葉 説,Koelli-

ker, Woerdeman, Baumgartner等 ノ外 胚 葉 ニ

脊 索 前 端 ノ組 織 融 合 シ テ形 成 セ ラル トナ ス脊 索 關

與 説 等 ア リテ,今 日尚 ホ 闡 明 セ ラ レザ ル點 多 々 ア

リ.

茲ニ於 テ著者ハ敷波教授指導ノ下ニ,爬 蟲類中

余寡聞ニシテ未ダ其ノ例 ヲ見ザル蝮蛇ヲ用 ヒ,腦

下垂體原基ノ發生母地,及 ビ其ノ發育經路ニ就キ

觀察シ,之 等 ヲ模型ニ作製 シテ比較考察シ,幸 ニ

些少見ルベキ結果 ヲ得タルヲ以テ此處ニ發表セン

ト ス.

2. 材 料 及 ビ檢索方法

材料ハ當教室所藏ノ蝮蛇胎兒ノ標本 ヨリ必要ナ

ル階梯ヲ選定セリ・胎兒ハ總テ採取後,Zenker氏

液ニテ 固 定 シ,染 色 ハ 主 トシ テBorax-Karmin

ヲ以 テ スルStuckfarbungヲ 施 シ,所 定 ノ術 式 ヲ

經 テParaffinニ 包 埋 シ,之 ヲ10-20μ ノ連 續 切

片標 本 ニ作 製 シ,之 ヲ顯 微 鏡 下 ニ檢 索 ヲ行 フ ト共

ニ,更 ニ必 要 ナル 部 分 ハEdinger氏 ノZeichen-

apparatニ ヨ リ テ,50-100倍 ニ擴 大 シ,之 ヲ

Born-Peter氏 重 積法 ニ從 ヒ,立 體 的複 成〓 板〓

型 ヲ作 製 シ テ檢 索 セ リ.

3. 各 胎 兒ニ於ケル觀察

第1階 梯 胎兒番號Nr. 34.長 徑2.5mm.

胎兒外形ハ頭部膨隆シ且腹方ニ向ツテ彎曲シ,

尾部又腹方ニ向ツテ屈 ス.腦 胞ハ前,中,菱 腦ノ

3原 始 腦 胞 成 立 ス.聽 原 基 ハ 聽 胞 ノ初 期 ニ テ,視

原基 ハ微 ニ眼 盃 ヲ形 成 ス.

咽 頭 膜 ハFig. 1.ニ 見 ル如 ク既 ニ全 ク破 開 シ,前

腸 ハ ロ腔 ト廣 ク交通 セ リ.口 窩背 壁 ト咽 頭膜 トノ

移 行 部 ニ於 テ外胚 葉 ハ稍 々深 ク脊 方 ニ陷 入 シテ腦

下垂 體 原 基 タルRathke氏 嚢(以 下R氏 嚢 ト略 ス)

ヲ形 成 ス.鳥 類 及 ビ哺乳 類 等 ニ見 ルR氏 嚢 後 側 ト

前腸 前 端 部 トノ境 界 ヲナ スSeessel氏 嚢 ハ 本蝮 蛇

胎 兒 ニ於 テ ハ之 ヲ認 メズ.

第2階 梯 胎 兒 番 號Nr. 4.長 徑5.0mm強,3

卷.

胎兒 外 形 ハ頭 部 一 層膨 隆 シ,尾 部 ハ前 方 ニ強 ク

屈 曲 スル ト共 ニ體 部 ヲ廻 旋 スル コ ト3卷.第1乃

至 第3鰓 嚢 ハ外 胚 葉 ニ接 シ,第4鰓 嚢 初 メテ發 現

ス.肝 原基 ハZellbalkenヲ 形 成 スル ニ至 ル.眼

盃 ハ 内外2層 ニ分 レ,眼 莖ハ 延 ビ テ細 長 トナ ルモ,

其 ノ内腔 ハ 尚 ホ腦 ト交 通 ス.水 晶體 嚢 ハ 内 腔 ヲ消

失 シLinsenfasem發 生 シ,其 ノ外 側 ニ角膜 ヲ發
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爬蟲類ノ腦下垂體發生ニ就テ 1419

生 ス.

今 腦 下 垂體 原 基 ナ ルR氏 嚢 ヲ觀 ル ニ,前 階 梯 ヨ

リモ深 ク陷 入 シ,間 腦 漏 斗腹 壁 ニ接 シ其 ノ全 長 ノ

約 中央 部 ノ正 中線 上 ニR氏 嚢 ノ頭 端 ヲ認 ム.横 斷

面ノ形状ハ横橢圓形 ヲ呈 シ,内 ニR氏 嚢腔 ヲ有

シ,壁 ハ數 層 ノ骰 子 形或 ハ 圓柱状 上皮 ヨ リ成 ル.

尾 方 ニ至 ル ニ從 ヒ漸次 其 ノ横 徑 ヲ増 シ,尾 端 ニ至

レバ最 大横 徑 ニ達 シ,其 ノ嚢 腔 モ擴 大 シ 口腔 ト交

通 ス.該 原基 ハ全 長130μ ヲ算 ス.

模 型(100倍)ニ 就 テ之 ヲ見 ル ニFig. 2ノ 後 面 及

ビ右 後面 ニ見 ル 如 ク,R氏 嚢 ハ漏 斗腹 壁 正 中線 ニ

密 接 シ,頭 方ニ 尖端 ヲ 向 ケ,背 腹 ヨ リ壓 セ ラ レタ

ル 扁 平 ナル 半橢 圓形 ヲ呈 シ,尾 方 ニ至 ルニ 從 ヒ次

第 ニ横 徑 ヲ増 シ,表 面ハ 稍 々膨 隆 ス.尾 端 ハ漏 斗

尾端 ノ 頭 方 約2.0cmノ 所 ニ於 テ 其 ノ嚢 腔 ハ ロ腔

ト廣 ク交 通 ス,長 徑 ハ2.0cmヲ 最 大横 徑 ハ約3.5

cmヲ 算 ス.

第3階 梯 胎 兒番 號Nr. 7.長 徑7.0mm 4卷.

胎 兒 外 形 ハ頭 部 著 シク膨 隆 シ且 著 明 ニ腹 方 ニ向

ツ テ屈 シ,尾 部 又著 シク前 屈囘 旋 スル コ ト4卷 ニ

及 ブ,鰓 嚢 ハ4對 共 ニ著 シク發 育 シ,終 腦 ニ於 ケ

ル 大 腦半 球 原 基 ハ益 々發 育 ス.眼 盃 ハ深 ザ ヲ増 シ

内 外2層 ノ區 別判 然 トシ眼裂 ヲ認 ム.水 晶體 嚢 ノ

Linseufasernハ 良 ク 發 育 ス.眼 莖 ハ ー 層細 長 ト

ナ リ.其 ノ腔 室 ハ 殆 ド消 失 ス.

R氏 嚢 モ前 階 梯 ヨリー 層 發 育 シ,間 腦 漏 斗腹 壁

正 中線 上 ニ密 接 シ,其 ノ頭 端 ハ漏 斗全 長 ノ中央 部

ヨ リ稍 々頭 方 ニ始 マ リ,横 斷 面 ニ於 テ横 橢 圓形 ヲ

呈 シ,尾 方 ニ至 ル ニ從 ヒ漸 次 其 ノ横 徑 ヲ増 加 シ,

尾 端 ニ於 テ最 大 ニ達 シ,其 ノ内腔 モ漸 増 シ廣 ク ロ

腔 ト交 通 ス.全 長170μ ヲ算 ス.

模 型(100倍)ニ 就 テ 之 ヲ 觀 ル ニFig. 3ノ 後 面

及 ビ正 中斷 面 圖 ニ示 ス如 ク,R氏 嚢 ハ漏 斗腹 壁 正

中線 上 ニ密 着 シ,表 面 ハ 稍 々膨隆 シ,且 圓錘 状 ヲ

呈 シ 尾端 ノ横 徑 ハ漏 斗 ノ夫 レヨ リモ大 ニ シテ且 其

ノ 尾端 ヨ リ頭 方1.2cmノ 所 ニ於 テ ロ腔 ト交 通 ス.

而 シ テ長 徑 竝 ニ横 徑 ニ於 テ モ 前 階梯 ヨ リ發 育 著

シ.即 チ前 者 ハ2.5cm,後 者 ハ 約4.0cmヲ 算 ス.

第4階 梯 胎兒 番 號Nr. 12.長 徑10.0cm. 41/2

卷.

視 器 ヲ見 ル ニ眼盃 ノ眼 裂 ハ 閉鎖 シ,眼 莖 ハ 纎 維

化 ス.嗅 窩 ハ嗅 嚢 ヲ形 成 シ,其 ノ頭 端 ヨリN. olfacto-

rius發 生 ス.大 腦 半球 ノ側 腦 室 ハ 著 明ニ 發 育 ス.

腦 下 垂體 原基 タルR氏 嚢 ヲ見 ル ニ漏 斗全 長 ノ尾

方1/3ノ 部 ヨ リ稍 々頭 方 ノ腹 壁 正 中 線 上 ニ其 ノ頭 端

ヲ認 ム.其 ノ横 斷 面 ニ於 テ横橢 圓形 ヲ呈 シ,漏 斗

ニ密 着 ス レ ドモ尾方 ニ至 ル ニ從 ヒ漸 次 増 大 シ且 背

方 ニ向 ツ テ膨 隆 ス.漏 斗 ノ尾端 部 ニ相 當 セ ル 部 ニ

於 テハ 著 シク其 ノ横斷 面 ニ於 ケ ル背 腹 徑 ヲ増 加 ス

ル ト同 時 ニ其 ノ壁 モ又 肥 厚 ス.更 ニ 尾 方 ニ進 ム ニ

從 ヒ嚢壁 ハ漸 次 菲 薄 ナ ル ニ反 シ,嚢 腔 ハ擴 大 シ,

漸 次 口腔 ニ交 通 ス.該 原基 ハ全 長270μ ヲ算 シ,

尾端 ハ漏 斗尾 端 ヲ越 ヘ テ 之 ヲ去 ル事130μ ニ及 ン

デ 漸次 口腔 ト交 通 ス.

次 ニ模 型 ニ就 テ該原 基 ヲ見 ル ニFig. 4ノ 後 面 及

ビ右 後 面 ニ示 ス如 ク,漏 斗腹 壁 正 中 線 上 ニ 密 着

シ,表 面 稍 々膨隆 シ テ烏 帽 子 状 ヲ呈 ス.全 體 ニ於

テ前 時 期 ト略 ボ 同樣 ナ ル モ長徑 ニ於 テ殊 ニ發 育 伸

張 シ,且 漏 斗 ノ尾端 ヲ越 ヘ テ尾方 ニ膨 出 セ リ,即

チ前 時 期 ニ於 ケル核 原 基 ノ尾端 ハ漏 斗 尾端 ヨ リ約

1.2cm頭 方 ニ ア リシ ガ,本 時 期 ニ於 ケル 夫 レハ漏

斗 尾 端 ヲ去 ル約1.2cm尾 方 ニ於 テ ロ腔 ト廣 ク 交

通 セ リ.而 シテ 長 徑4.5cm,最 大横 徑4.0cmヲ

算 ス.

第5階 梯 胎 兒 番號Nr. 33.長 徑11.0mm. 4

卷.

胎兒外形ハ頭部益々膨隆,體 軸 ヲ廻旋スルコト

4卷 ニ及 ブ.聽 器 ニ 於 ケルhautiges Labyrinth

及 ビDuctus endolymphaticus共 ニ一 層 發 育 ス

視 器 ニ於 ケ ル水 晶體 ハ外 層 ノ上 皮 ト,内 部 ノ纎 維

層 トノ區 別 判 然 トシ,心 臟 原 基 ノ筋 層 ハ 著 シク 肥

厚 ス.

次 ニ腦 下 垂 體 原 基 ヲ見 ル ニ,本 階 梯 ニ至 リテ最

モ著 明 ナ ル ハ,R氏 嚢 ノ起 根 部 ニ於 テ其 ノ兩 側 壁
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ヨ リ側 方 ニ向 ツテ1對 ノ突 起 ヲ出セ ル 點 ナ リ.即

チR氏 嚢ハ漏斗全長ノ尾方約1/4ノ部 ノ腹壁正中線

上 ニ其 ノ頭 端 ヲ認 メ,之 ヲ漸 次 尾方 ニ追 求 ス ル

ニ,其 ノ所 見 ハ前 階 梯 ト略 ボ 同樣 ナル モ,該 原基

頭 端 ヨ リ200μ ノ尾方 部,恰 度漏 斗 尾端 近 ク ニ

相 當 セ ル 部 ヨ リ,Lobus lateralis od. Lateral

Knospeノ 先 端 部 ヲ認 メ,尾 方 ニ至 ル ニ從 ヒFig.

5. A.ノ 如 キBildヲ 呈 ス.該 突 起 ノ壁 モR氏 嚢 ノ

壁 ト同 樣 ナ ル 多層 圓柱 上皮 ヨ リナ リ,内 腔 ヲ有 シ

R氏 嚢 腔 ト交 通 ス.更 ニ尾方 ニ於 テ ハ小 管 状 ヲ呈

シHypophysengangヲ 形 成 シ漸 次 口蓋 上 皮 層ニ

移 行 ス.全 長420μ ヲ算 ス.

次 ニ模 型(100倍)ニ 就 テ觀 ル ニ,Fig. 5. B.ノ 後

面 及 ビ正 中 斷 内 面觀 ニ示 ス如 ク,全 體 トシテ帽 子

状 ヲ呈 ス.頭 方 ハ漏 斗 腹 壁 尾端 ニ近キ 正 中線 ニ接

着 ス レ ド尾方 ニ至 ル ニ從 ビ漸 次 之 ト遠 ザ カル ト同

時 ニ,漏 斗 尾端 ヲ越 ヘ テ 尾方 ニ至 リ,細 小 ナル 管

状 ノHypophysengangヲ 經 テ 口腔 ニ開 ク.本 階

梯 ニ於 テ特 異 ナル ハ,R氏 嚢 ノ基 根 部 ニ於 テ其 ノ

兩 側壁 ヨ リ側 前方 ニ向 ッ テ1對 ノ蕾 状 突 起 ヲ出 ダ

セ ル事 ナ リ.コ レ 即 チLaterale Knospe od. Lo

bus lateralisナ リ.而 シ テ該 突 起 ノ尾 方 ニ於 テR

氏 嚢 及 ビ其 ノ腔 室 ハ狭小 トナ リ 所 謂Hypophy-

sengangヲ 形 成 シ,終 ニ 口蓋 ニ開 ク.コ ノ模 型 ニ

於 テ長 徑4.5cm,最 大 横 徑3.5cmヲ 算 ス.

第6階 梯 胎 兒 番號Nr. 25.長 徑14.0mm. 3

卷.

胎兒 外形 ニ於 テ頭 部膨 隆,頭 及 ビ項 彎 曲頗 ル 顯

著 ナ リ.體 軸 ヲ廻 旋 スル コ ト3卷 ニシ テ前 階 梯 ヨ

リ其 ノ數ヲ 減 ズ.聽 器 ノ膜樣 迷 路 及 ビ淋 巴 管 共 ニ

益 々進 化 發 育 ス.心 臟 原 基 モ 其 ノ 筋 層良 ク 發 育

シ,瓣 膜 モ肥 厚 シ乳 頭 筋 ハ錯 走 シ綱 眼 状 ヲ呈 ス.

大 腦 半球 側腦 室 及 ビ小 腦 ノPlexus chorioideus

ハ 著 シク進 化 ス.

腦 下垂 體 原 基 ヲ見 ル ニ漏 斗 ノ殆 ド尾端 ニ近 ク始

リ,而 シテLobus lateralisノ 先 端 モ比 較 的 頭 方

部 ニ於 テ認 ム,突 起 部 ニハ 内腔 ヲ有 シR氏 嚢 腔 ト

交通 ス.腦 下 垂體 後 壁 ノ圓 柱 上皮 ハ腺 樣 ニ變化 發

育 シ テ著 明 ナ ル 凹 凸 ヲ呈 ス.即 チDrusensch-

laucheヲ 認 ム.Hypophysengangハ 本 階 梯 ニ於

テハ 消 失 シテ認 ムル コ ト能 ハ ズ.即 チ ロ腔 トノ交

通 ヲ絶 ッ.該 原 基 ハ全 長270μ ヲ算 ス.

次 ニ模 型(100倍)ニ 就 テ該 原 基 ヲ見 ル ニ,Fig-

6ノ腹面觀ニ於 ケル如ク,漏 斗腹壁尾端ニ僅ニ接

シ,尾方ハ游離シ横橢圓形ナル略ボ栗ノ實状ヲ呈

ス.兩 側 壁 ヨ リ細 キ 突起 部 即 チLobus lateralis

ヲ側 前 方 ニ突 出 セ シ ム.體 部 ノ下方 部 ニハ 凹 凸 ノ

Drusenschlaucheノ 發 生 ヲ認 ム.Hyphpoysen

gangハ 消 失 セ リ.該 原 基 ハ 模 型 ニ 於 テ 長徑2.5

cm最 大 横 徑4.0ヲ算 ス.

第7階 梯 胎 兒番 號Nr. 52.長 徑100.0mm.

胎兒 外 形 ハ 著 シク發 育 シ テ成 體 ニ近 ク,殆 ド直

線 状 ヲ呈 ス.各 腦 胞 ハ實 質 的 ニ發育 シ,腔 室 モ狭

隘 トナ リ,第3腦 室 及 ビ小 腦 ノPlexus-chorioi-

deusノ 發 育 顯 著 ナ リ.

腦 下 垂體 原 基 ヲ見 ル ニ,間 腦 漏 斗 ノ尾端 腹 側 壁

膨 隆 ヲ以 テ始 マ リ,漸 次増 大 スル ト共 ニ漏 斗 ヨ リ

分離 ス.併 シ其 ノ内腔 ハSaccus. infundibuliト

交 通 セ リ.Lobus lateralis及 ビ腦 下 垂體 ノ體 部 何

レモ前 階 梯 ヨ リモ 實 質性 ニ進 歩 發 育 シ 且腺樣 組 織

トナル.從 ツ テHypophysenhohleモ 僅 ニ 其 ノ

根 跡 ヲ止 ムル ノ ミナ リ.

次 ニ模 型(100倍)ニ 就 テ見 ル ニ,Fig. 7ノ 腹面

觀 ニ於 ケル 如 ク,間 腦 漏 斗 腹 壁 尾端 ニ接 ス レ ドモ,

尾方 ハ コ レヨ リ游 離 シ恰 モ栗 實状 ノ如 ク左右 ニ長

徑 ヲ向 ケ タル横 橢 圓 形 ヲ呈 ス.左 右 兩 側 壁 ヨリ細

キLobus lateralisヲ 側前 方 ニ突 出 ス.體 部 下方

部 ニ於 テ凹 凸 ノDrusenschlaucheノ 發 生 ヲ見 ル.

Hypophyseugangハ 消 失 シ,尾 端 ハ球 状 ヲ呈 シ

テ游 離 ス.模 型 ニ於 テ長 徑約2.5cm,最 大横 徑 約

4.0cmヲ 算 ス.

4. 總 括 竝 及 ビ 考 按

蝮 蛇 ニ於 テ モ他 ノ鳥類,爬 蟲 類 及 ビ哺 乳類 等 ニ
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於 ケル ト同 樣 其 ノ腦 下垂 體 ノ發 現 ハ 咽 頭膜 ノ未 ダ

破 開 セ ラ レザ ル以 前 ニ既 ニ咽 頭 膜 トロ窩 上 壁 トノ

ナ ス隅 角 部 ニ於 テ背 方 ニ向 フ所 ノ外 胚 葉 ノ屈 曲 ト

シ テ發 生 スル モ ノナ ラ ンカ.而 シ テ コ ノ隅角 部 ハ

咽頭 膜 破 開 スル ト同時 ニ背 側 ニ 向 ツ テ嚢状 ヲナ シ

テ陷 入 シ來 ル.コ レ即 チRathke氏 嚢 ニシ テ,之

ヨ リ觀 ズ ル モ腦 下垂 體 原 基 ハ恐 ラク 外 胚葉 性 ノ モ

ノナ ラ ンカ.腦 下垂 體 ノ發 生初 期 ニ於 テ,コ レ ト

脊 索 トノ關 係 ハ 頗 ル興 味 アル 問題 ニ シ テ,古 ヨ リ

種 々論 議 サ レ今 日尚 ホ確 定 ノ域 ニ達 セ ザ ル 所 ナ

リ.Rathke氏 嚢 ハFig. 1ニ 見 ル如 ク,其 ノ前 壁

ヲ常 ニ 腦 壁 ニ密 接 シ テ 益 々背 方 ニ陷 入 セ シ ム.

Woerdemanハ 鷄 ニ於 テR氏 嚢 前壓 ガ 口背 壁 ニ移

行 ス ル部 分 ニ於 テ前 方ニ 向 フ小 ナル陷 凹(Vorra-

um)ヲ 認 メ,之 ヲ圖 示 セル ガ,余 ノ動 物 ニ於 テハ

移 行 部 ハ常 ニ滑 カ ニ シ テ彼 ノ言 フ陷 凹 ヲ認 メル コ

トヲ得 ズ.第2階 梯 即 チ長 徑5.0mm強 ノ 胎 兒 ニ

於 テ ハ,R氏 嚢 ノ形 状 ハFig. 2ニ 見 ル 如 ク扁 平 ナ

ル 半橢 圓形 ヲ呈 シ,第3階 梯 長 徑7.0mmノ 胎 兒

ニ於 テ ハ該 嚢 ノ頭 端 尖 り鈍 圓 状 ヲ呈 シ,第4階 梯

長 徑10.0mmノ 胎兒 ニ 於 テ ハ 該 嚢 ハ頭 尾 兩方 向

ニ向 ツ テ發育 シ烏帽 子 状 ヲ呈 ス.次 ニ第5階 梯長

徑11.0mm胎 兒 ニ於 テ ハR氏 嚢 ハ 益 々延長ス ル

ト共 ニ其 ノ後 壁 著 シク膨 隆 シ來 ル,コ ノ時 期 ニ於

テ最 モ著 明 ナ ル 變 化 ハFig. 5. A及 ビFig. 5. Bニ

見 ル如 ク,R氏 嚢 根 部 即 チ咽 頭 腔 ヘ ノ 開 口部 近 ク

ニ於 テ,其 ノ兩 側 ヨ リ蕾状 ノ突 起 ヲ發 生 セ ル コ ト

ナ リ.是 即 チー 般 ニLateral Knospe或 ハLobus

leteralisト シ テ知 ラ レタル モ ノ ニシ テ,後 ニTil-

neyニ ヨ リテ記 載 サ レタル處 ノPars tuberalis

トナル部 分 ナ リ.Lobus lateralisハR氏 嚢 ト交

通 セ ル所 ノ 内腔 ヲ有 シ,其 ノ 内腔 ノ極 メテ後 期 即

チ腦 下 垂 體 ガ咽頭 ト連 絡 ヲ失 フ 頃 迄 存 在 セ ル點

ハ,鳥 類 ニ於 ケル ト略 ボ 同 樣 ナ リ.Woerdeman

ハ 爬 蟲 類 ノLaterale Knospeハ 鳥 類 ノ夫 レ ヨ リ

モ 稍 々早 期 ニ 發 生 スル コ トヲ 記載 シ,Lupsハ 家

鴨 ニ於 テHypophysengang明 カ ニ形 成 セ ラ レタ

ル後 ニ初 メテ發 現 シ,Tilneyモ 亦 鷄 胎 兒 ニ 於 テ

Hypophysengangノ 既 ニ細 長 トナ レル 時 期 ニ於

テ之 ヲ認 メ タ リ.蝮 蛇 ニ於 テモWoerdemanノ

言 ヘ ル 如 ク 鳥類 ヨ リモ 比 較 的 早 期 ニLateral

Knospe發 現 シ,而 モR氏 嚢 ト咽頭 トノ 境 界 ノ直

上 部 ヨ リ發 生 ス.尚 ホHypophysengangハ 著 シ

ク延 長 シ且細 ク ナ リ,其 ノ上端 ト腦 下 垂 體 トノ 境

界 ハ 著 明 トナ リ來 ル.而 シテ腦 下 垂體 ニ於 テ ハ其

ノ中 央 部 ニ當 リDrusenschlauche發 現 シ,外 觀

上 尾,體,莖 ノ3部 ヲ區 別 スル コ トヲ得.體 部 ニ

於 ケル 内 腔 ハDrusenschlaucheノ 發 育 ニ依 ツテ

早 期 ニ消 失 スル モ,尾 及 ビ頸 部 ニ於 テ ハDrusen

schlaucheノ 發 育遲 延 スル 爲 メ其 ノ内 腔 モ比較 的

後 期 マデ殘 存 ス.次 ニ第6階 梯 長 徑14.0mm胎 兒

及 ビ 第7階 梯 長 徑100.0mm胎 兒 ニ 於 テハHy-

pophysengangハ 全 ク消 失 シ テ,咽 頭 トノ連 絡 ヲ

失 ヒ,腦 下垂 體 ノ形 状 ハ 全 體 ト シ テ 栗 實 状 ヲ呈

シ,體 部 ノDrusenschlaucheハ 著 明 ニ發 育 ス

爲 メ ニ其 ノ 内腔 ハ極 メテ狭 隘 トナ リ殊 ニ第7階 梯

ニ於 テ ハ全 ク消失 シ,腺 樣 組 織 ニ テ充満 セ リ.

5. 結 論

前 章 總 括竝 ニ考 察 セ シ トコ ロ ニ依 リ蝮 蛇 ノ腦 下

垂 體 發 生 ニ關 シ次 ノ結 論 ニ達 ス.

1) 長徑2.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ 咽頭 膜 ハ既 ニ破

開 サ レ,Rathke氏 嚢 ハ 舌 状 ヲ呈 シ テ稍 々深 ク背

方 ニ陷 入 ス.

2) 腦 下 垂 體 ト脊 索 トノ間 ニハ 密接 ナ ル 關係 ナ

シ.

3) 余 ガ檢 索 シ得 タ所見 ヲ綜 合 考 察 スル ニ腦 下

垂 體 ハ恐 ラク外 胚 葉 性 〓 素 ヨ リ形 成 サル モ ノ ナ ラ

ンカ.

4) Lobns lateralisハ 長徑11.0mmノ 胎 兒 ニ

於 テRathke氏 嚢 根 部 ノ兩 側 ヨ リ發 生 ス.而 シテ

コノ モ ノハ 比較 的後 期 マ デ廣 キ 内腔 ヲ有 スル モ
,

長 徑100.0mmノ 胎兒 ニ於 テハ 内 腔 ヲ消 失 ス.

5) Hypophysengang延 長 シ,Drusenschla-
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1422 田 坂 重 實

uche發 生 スル時 期 ニ至 レバ,腦 下垂 體 ハ 形 態 上

,尾,體,頸 部 ノ3部 分 ニ區 別 スル コ トヲ得.而 シ

テ體 部 ノ 内腔 ハ 早期 ニ消 失 スル モ,頸 及 ビ尾 部 ノ

モ ノ ハ比 較 的 後 期迄 保存 サル.

終 リニ臨 ミ恩師敷波名譽教授竝ニ金津助教授

ノ御指導,御 校閲ヲ深謝ス.
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 Verzeichnis der Abkurzungen.

 H.=Hypophyse.

 Hg.=Hypophysengang.

H.W.=Hirn. Wand.

 I.=Infundibulum.

 K.R.I.=Korperteil d. Rathke'sche Tasche.

 L.l.=Lobus lateralis.

 Mh.=Mundhohle.

 R.R.I.=Raum d. Rathke'sche Tasche.

 R.I.=Rathke'sehe Tasche.
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田 坂 論 文 附 圖

Fig. 1. 胎 兒Nr. 34.

腦 下垂 體 嚢 正 中矢 状 斷 切 片(×200)

Fig. 2. 胎兒Nr. 4.

腦 下 垂 體模 型(×100)

Fig. 3. 胎 兒Nr. 7.

腦 下垂 體 模 型(×100)



田 坂 論 文 附 圖

Fig. 4. 胎 兒Nr. 12.

腦 下垂 體 模 型(×100)

Fig. 5. A. 胎 兒Nr. 33.

腦 下垂 體 横 斷 切 片(×200)



田 坂 論 文 附 圖

Fig. 5. B. 胎 兒Nr. 33.

腦 下垂 體 模 型(×100)

Fig. 6. 胎 兒Nr. 25.

腦 下 垂體 模 型 腹 面觀(×100)

Fig. 7. 胎 兒Nr . 52.

腦 下 垂 體模 型 腹 面 觀(×100)
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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institut der Med. Fakultat Okayama

 (Vorstand: Prof. Dr. K. Yagita).

 Uber die Morphogenese der Hypophysis cerebri bei die Reptilien

 Untersuchung bei Kreuzotter.

Von

Shigemi Tasaka.

 Eingegangen am 14. Juli 1942.

 Der Verfasser hat die Untersuchung uber die morphologische Entwicklung der Hypo-

pbysis cerebri bei Embryonen von Kreuzotter angestellt und dabei folgende Schlusse

 erzielt:

 1) Beim Embryo von 2,5mm Durchmesser, mit dem Durchbruch der Rachenmem-
bran buchtet sich die zungenformige Hypophysentasche (Rathke'sche Tasche) dorsalwarts

mit ihrer Vorderwand dicht an der Gehirnwand entlang ein.
 2) Wahrend des fruhesten Stadiums gelangt die Chordaspitze in die Nahe der

Kuppe der Rathkeschen Tasche ohne innigen geweblichen Zusammenhang mit dieser,

im nachsten Stadium aber befindet sie sich schon einen gewissen Abstand von der

 Rathke'schen Tasche entfernt.

3) Nach meiner Ansicht entwickelt sich die Hypophysenanlage dieses Tieres ver-

mutlich nur aus dem Ectoderm.

 4) Beim Embryo von 11,0mm Durchmesser wachsen die einpaarigen Lobuli lateralis
seitlich an der Wurzel der Rathke'schen Tasche heraus. Der Lobulus lateralis besitzt

von Anfang an bis zum spateren Stadium ein relative weiteres Lumen, das immer mit

den Raum der Hypophysentasche kommuniziert. Beim Embryo von 100,0mm Durch-

messer der Raum der Hypophysentasche und des Lobulus lateralis fast verschwinden.

 5) An der Grenze der mittleren und unteren Drittels beginnt die Hypophysentasche

 dorso-rostralwarts einzuknicken, indem der Hypophysengang sich stark verlangert und
 verengert. Man kann hier durch relativ deutliche Einschnurungen drei Teile, nament-
lich Hals-, Korper- und Schwanzteil unterscheiden. Das Lumen des Korperteiles ver-
schwindet zuerst, dagegen bleibt das Hals- und Schwanzteiles noch bis in die spateren

 Stadien hinein erhalten. (Autoreferat)
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